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佐野 享子（筑波大学大学研究センター）  
1 本稿の目的   
本稿は、平成17年3月に開催された筑波大学大学研究センター第43回公開研究会における  
発表と討論を踏まえ、高等教育において、専門職を育成することを目的とした教育を行う際  










鷹義塾大学経営管理研究科は、米国のマネジメント教育に関する協会AACSB（The Association  





















代表的な論者としてドナルド・ショーン（Donald A．Shon）が挙げられる。本稿では、ショ  
ーンの論稿に照らして検討を行う1｝。  







同じ研究科に設置されている専門職学位課程の専攻との差別化を図っている。   
高度な実務家育成の原理に多様性が認められる中で、公開研究会で紹介がなされた三つの事例に  
は、いくつかの共通する点を見出すことができる。  
（1）専門技能等の育成を目的とした授業方法   
第一には、実務の実際に携わる上で発揮される能力や専門技能、行動日標といったものが具体的  
に措定されているのみならず、それらの技能等を育成することを目的とした授業方法が採用されて  
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ように用いるのかという視点から授業が進められているとのことである。   
ハーバー ド・ビジネススクールにおけるケースメソッドも、ビジネスの現実の問題に焦点  
を当て、ケース個別の特殊事情に即した問題解決を図ることに重点を置いているとされてお  
り5）、慶鷹ビジネススクールにおいても同様の考え方で授業が進められていることがうかが  





















人に仕事の目的や手順を説明して処理を依頼する場面が想定されていた。   
医学の分野からは、臓器別・症例別のコースごとの学習目標に沿って講義・実習を有機的  
に組み合わせた統合カリキュラムの事例が紹介された。その基盤になっているのが「医学教  
育のminimum essentialrequirements」であり、各コースがねらいとする一般学習目標（GI  
O）と個別的行動目標（SBO）である。統合カリキュラムでは、コースが基本単位となって専門  
分野の異なる教員が複数で分担するため、これらの目標のもとに教育方略や達成度評価が集  
一7l－   
約されて、目標の達成がめざされているのである。また医学の専門家として必要なスキルを  
訓練していくための科目群として、医療総論コースが設けられている。   
授業方法としては、実際の患者の症例（ケース）が提示され、討論を中心とした相互学習  
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の実際に即した教育を行う必要があるとの考え方に基づいていたことがうかがえる。  









3 成人学習論の視点から見た授業方法の意義  




















いだろうl‘l）。   
ショーンは、仕事を行う中で専門家が特有の思考を行っていることをいくつかの事例研究  






















とを認識したとき、私はどのような特徴に気づいたのだろうか？ 私がこの判断をする基準  
は何だったのだろうか？ 私がこの技能を行う時に、どんな手順で実際にやっているのだろ  
うか？ 私が解こうとしている問題に対し、私はどのような枠組を与えているのであろう  
か？」といった例を挙げている。「行為の中の省察」は「状況との対話（conversation wit  








れるとショーンは述べている■5）。   
今回の公開研究会では、合衆国のロースクールにおける研究者と実務家の交流の例が紹介  













している刷。   
さらに今回報告された事例では、授業の過程での討論が重視されていた。これに関連して  















を問い直すといった 「行為の中の省察」を促進する機能が果たされていると言ってよいもの  
と思われる川）。  
4 結語   
今回研究会で紹介がなされた経営・法律・医学分野の事例では、現実の事例をもとにした  
多様な経験が繰り返されるとともに、相互に討論が行われることによって、専門技能の育成  








を促すような実習、すなわち「省察的実践演習（reflective practicum）」を中心に構成す  
る大学教育を提唱している。理論的な知識の理解ではなく、「為すこと（doing）」が中心と  
なる実践に受講者が参加し、コーチの支援のもとで「行為の中の省察」に取り組み、実践的  
























るだろう。   
いずれにしろ、今回の事例で繹介されたような授業方法は、受講者自身の自己主導的な学  
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応用しうるとの考え方はデビット・コルプ（David Kolb）において顕著である。  
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22）意識変容の学習についてはCranton，P．A．，WbrkIng wItカAdult LeaJ7erS．Wall＆Emerson，1  
992．（パトリシア・クラントン著，入江直子他訳『おとなの学びを拓く：自己決定と意識変容を  
めざして』鳳書房、1999年）に詳しい。  
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